
令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」
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三戸町
③学校と
家庭の課
題

放課後等にお
ける多様な体
験活動

学校以外で様々な体験活動の
場が減っているため、ゲームや
インターネットの触れる時間が
多くなり、家庭内で過ごす時間
が増えていることが課題となっ
ている。

地域の人材や外部団
体にお願いしながら、
体験活動を実施して
いる。

・地域学校協働活動推進員を年間50日
配置する。
・地域学校協働活動推進員を中心に社会
教育担当者や地域の各種団体と連携し、
自然体験、伝統文化継承、スポーツ体験
など、様々な体験活動を実施する。

体験活動を通し、子どもたちの
活動に対する興味・関心が向上
し、自主性や自発性を育むこと
ができる。

体験活動を実施する
回数 4

そ
の
他

7 5 3

例年行っているお茶会の体験や地域の
方々を招いた活動を実施することがで
きた。また、外部団体に依頼し、創作活
動やスポーツ活動を行うことができた。

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）


